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3. 問い合わせ先

本技術ガイドラインに関する問合せは、以下にお願いします。

本書は、下水道革新的技術実証事業（B-DASHプロジェクト）により国土交通省国土技術政

策総合研究所が、以下の企業・団体に研究委託を行い、その成果を取りまとめたものです。

＜実証研究者 連絡先＞

国土交通省　国土技術政策総合研究所
下水道研究部　下水処理研究室
〒305-0804　茨城県つくば市旭1番地

TEL:029-864-3933
URL:http://www.nilim.go.jp/

国土交通省

国土技術政策総合研究所

品質保証本部

〒162-0813
　東京都新宿区東五軒町3-25
TEL:03-3267-4039
URL:https://www.water-agency.com

株式会社
ウォーターエージェンシー

公共・社会システム営業本部

〒108-8001
　東京都港区芝5丁目7-1 NEC本社ビル
TEL:03-3798-6018
URL:https://jpn.nec.com

日本電気株式会社
（NEC）

プラントライフ事業部　事業推進部
〒305-0804
　神奈川県川崎市川崎区日進町1番14　

キューブ川崎6F
TEL:044-382-4600
URL:https://www.asahi-kasei.co.jp/aec/

旭化成エンジニアリング
株式会社

ソリューション推進部　技術援助課

〒113-0034
　東京都文京区湯島二丁目31番27号

TEL:03-6361-7832
URL:https://www.jswa.go.jp/

日本下水道事業団

第一都市インフラソリューション営業部

フューチャーソリューション推進室
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